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６
月
１
日
、Fair Lawn 

Community Center
に
て
、

studio245.dance

主
催
の
ダ

ン
ス
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
の
ダ

ブ
ル
ダ
ッ
チ
チ
ー
ム
が
ゲ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
出
演

し
た
。
こ
の
日
は
、
指
導
者
の

笠
間
教
諭
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
加
わ
り
、
生
徒
３
人
と
共
に

ス
テ
ー
ジ
に
登
場
。
ダ
ン
ス
や

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
を
織
り
交
ぜ
た

ス
リ
リ
ン
グ
な
演
技
で
、
会
場

は
大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ
た
。

特
に
、
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
速
さ

の
縄
の
中
で
の
ダ
ン
ス
や
高
難

度
の
技
の
連
続
に
、
観
客
か
ら

は
「
初
め
て
見
た
け
ど
、
も
の

す
ご
い
迫
力
！
」「
と
に
か
く

す
ご
か
っ
た
！
」
と
い
っ
た
驚

き
と
感
動
の
声
が
多
数
寄
せ
ら

れ
た
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
後
の

体
験
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ダ

ブ
ル
ダ
ッ
チ
に
挑
戦
。「
私
も

跳
ん
で
み
た
い
！
」
と
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
行
列
を
作
り
、

時
間
が
足
り
ず
に
体
験
で
き
な

か
っ
た
子
が
涙
を
流
す
場
面
も

見
ら
れ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
の

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
チ
ー
ム
は
、
11

日
か
ら
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
で

開
催
の
ワ
ー
ル
ド
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
へ
遠
征
。
今
後
の
活
躍
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

圧巻のパフォーマンス
育英のダブルダッチに大歓声

　

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学

院
（
高
等
部
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ

ス
タ
ー
郡
パ
ー
チ
ェ
ス
、
巽
孝

之
学
院
長
）
は
7
日
、
同
学
院

ス
ピ
ー
カ
ー
ズ
・
ホ
ー
ル
で
第

33
回
卒
業
式
を
行
い
、
61
人
が

卒
業
し
た
。

　

式
は
、
キ
ャ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ガ
ウ
ン
に
身
を
包
み
や
や
緊
張

し
た
面
持
ち
の
生
徒
の
入
場
か

ら
始
ま
り
、
山
本
富
夫
主
事
に

よ
る
学
事
報
告
、
そ
の
後
、
巽

孝
之
学
院
長
よ
り
卒
業
証
書
が

授
与
さ
れ
る
と
、
そ
の
顔
に

は
晴
れ
や
か
な
笑
顔
が
浮
か
ん

だ
。
続
い
て
各
教
科
賞
が
発
表

さ
れ
、
成
績
最
優
秀
賞
お
よ
び

学
院
長
賞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
壇
上

で
主
事
お
よ
び
学
院
長
か
ら
表

彰
さ
れ
た
。

 　
そ
の
後
、
在
校
生
代
表
に

よ
る
送
辞
と
、
卒
業
生
代
表
2

人
に
よ
る
答
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。
送
辞
で
は
、
在
校
生
代
表

が
先
輩
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
丁
寧
に
言
葉
に
し
、
こ
れ
ま

で
の
温
か
な
導
き
や
励
ま
し
に

対
す
る
敬
意
が
込
め
ら
れ
て
い

た
。
続
く
卒
業
生
代
表
の
答
辞

で
は
、
学
院
で
の
学
び
や
経
験

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
家
族
や

教
職
員
へ
の
感
謝
、
そ
し
て
未

来
へ
の
決
意
が
力
強
く
語
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
の
ス
ピ
ー
チ
は
日

英
両
語
で
行
わ
れ
た
。

　

巽
孝
之
学
院
長
の
式
辞
で

は
、
２
０
２
５
年
、
慶
應
義
塾

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院
は
創
立
35

周
年
を
迎
え
る
こ
と
、
福
澤
諭

吉
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
訪
問
と
、

彼
が
慶
應
に
根
づ
か
せ
た
民
主

主
義
精
神
の
意
義
を
振
り
返

り
、
慶
應
と
ア
メ
リ
カ
、
そ
し

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
の
深
い
歴

史
的
つ
な
が
り
に
触
れ
た
。
そ

の
う
え
で
、
福
澤
諭
吉
以
来
紡

が
れ
て
き
た
日
・
米
・
慶
應
の

「
三
文
化
（Triculture

）」
の

精
神
を
胸
に
、
卒
業
生
た
ち
が

世
界
へ
羽
ば
た
く
こ
と
へ
の
期

待
を
語
っ
た
。
卒
業
生
は
ほ
ぼ

全
員
が
慶
應
義
塾
大
学
へ
進
学

す
る
予
定
だ
。

慶
應
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院
（
高
等
部
）

晴
れ
て
61
人
が
卒
業

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
域
の
日
本

人
学
校
や
児
童
生
徒
た
ち
に
も

お
馴
染
み
の
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス

タ
ー
の
女
声
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
「
花
み
ず
き
」（
音
楽
監
督
・

嶋
田
あ
や
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
渡

辺
倫
子
）
が
14
日
、
ス
カ
ー
ス

デ
ー
ル
の
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
チ
ャ
ー
チ
で
40

周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
た
。

　

１
９
８
３
年
創
立
以
降
、
さ

ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
人
達
に
よ
り
受
け
継
が

れ
て
き
た
「
花
み
ず
き
」
は
学

校
や
教
会
、
図
書
館
、
シ
ニ
ア

ホ
ー
ム
な
ど
で
毎
年
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、

歌
を
通
し
て
日
米
の
文
化
交
流

を
深
め
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
日
本

の
童
謡
や
ポ
ッ
プ
ス
、
英
語
曲

な
ど
20
曲
を
唄
っ
た
。
第
一
部

の
最
後
に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
の
女
声
コ
ー
ラ
ス
「
ハ
ー
モ

ニ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
と
合
唱
曲

「
き
み
歌
え
よ
」
を
共
演
。
30

人
を
超
え
る
大
合
唱
と
な
り
、

厚
み
の
あ
る
歌
声
と
な
っ
た
。

　

毎
年
訪
問
し
て
い
る
シ
ニ
ア

セ
ン
タ
ー
の
人
々
も
バ
ス
で
駆

け
つ
け
る
な
ど
、
コ
ン
サ
ー
ト

は
大
盛
況
と
な
っ
た
。
終
了

後
、
観
客
か
ら
「
歌
声
も
ハ
ー

モ
ニ
ー
も
す
ば
ら
し
く
て
感
動

し
た
」「
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
演
目
で
予
想
以
上
に
楽
し
め

る
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た
」
な
ど

感
想
の
声
が
上
が
っ
た
。ま
た
、

音
楽
監
督
の
嶋
田
氏
は
「
花
み

ず
き
の
歴
史
と
、
花
み
ず
き
を

歌
い
つ
な
げ
て
く
だ
さ
っ
た
た

く
さ
ん
の
方
々
を
思
い
、
感

謝
し
、
な
ぜ
私
た
ち
が
歌
う

の
か
と
い
う
こ
と
を
再
確
認

で
き
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
」

と
コ
ン
サ
ー
ト
を
振
り
返
っ

た
。 https://hanamizukiny.

jimdofree.com/

女
声
コ
ー
ラ
ス
「
花
み
ず
き
」

40
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学

校
、
日
本
語
継
承
語
部(

市
原

理
瑠 

日
本
語
継
承
語
部
部
長)

で
は
６
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
コ

ー
ス
生
徒
19
名
に
よ
る
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。 

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
コ
ー
ス
は
日
本
語

を
外
国
語
と
し
て
教
え
る
コ
ー

ス
で
、
小
学
１
年
生
か
ら
８
年

生
ま
で
の
児
童
生
徒
が
毎
週
日

曜
日
、
日
本
語
と
日
本
文
化
を

学
ん
で
い
る
。今
年
度
は
年
齢
・

日
本
語
レ
ベ
ル
を
元
に
し
て
４

ク
ラ
ス
が
開
講
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ク
ラ
ス
が
「
将
来
の
夢
」

「
私
の
好
き
な
こ
と
」「
な
ぜ
日

本
語
を
勉
強
し
て
い
る
の
か
」

の
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
。 

　

努
力
賞
、
特
別
賞
、
優
秀
賞

の
発
表
に
続
き
、
最
優
秀
賞
は

ウ
ッ
ド
リ
ッ
ジ
海
斗
さ
ん
が
受

賞
し
た
。
テ
ー
マ
「
な
ぜ
日
本

語
を
勉
強
し
て
い
る
の
か
」
に

つ
い
て
、
母
の
「
日
本
の
家
族

と
日
本
語
で
話
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
願
い
か
ら
、
３
歳
か
ら

10
年
間
毎
週
日
本
語
学
校
に
通

い
続
け
た
こ
と
を
語
っ
た
。
現

地
校
や
ス
ポ
ー
ツ
と
の
両
立
は

大
変
だ
っ
た
が
、
日
本
語
を
頑

張
っ
て
勉
強
し
て
き
た
か
ら
こ

そ
、
日
本
へ
の
一
時
帰
国
の
際

に
言
葉
で
困
る
こ
と
な
く
様
々

な
場
面
を
楽
し
め
る
と
話
し

た
。
最
後
に
、
両
親
の
サ
ポ
ー

ト
や
日
本
の
家
族
の
応
援
に
感

謝
し
、
今
日
の
卒
業
を
迎
え
た

喜
び
を
述
べ
た
。

　

一
人
一
人
が
日
頃
の
日
本
語

学
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
、
自
ら
の
考
え
や
思
い
を
し

っ
か
り
と
言
葉
に
し
て
伝
え

た
、
内
容
の
濃
い
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
と
な
っ
た
。
発
表
を

通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
や

努
力
が
感
じ
ら
れ
る
、
心
に
残

る
時
間
と
な
っ
た
。

　

続
い
て
、
国
連
国
際
学
校
主

催
の
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
世

界
各
国
か
ら
応
募
さ
れ
た
計

１
４
５
６
句
の
作
品
の
中
か
ら

入
賞
し
た
８
名
の
発
表
が
あ

り
、
日
本
語
小
学
部
門
で
見
事

第
１
位
に
選
ば
れ
た
チ
ェ
ン 

藍 

ク
レ
ア
さ
ん
の
作
品
が
紹

介
さ
れ
た
。

　

最
後
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
コ
ー
ス
の

修
了
式
が
執
り
行
わ
れ
、
２
名

の
生
徒
が
晴
れ
て
卒
業
を
迎
え

た
。
日
々
の
学
び
や
活
動
に
真

摯
に
取
り
組
み
、
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
て
き
た
彼
ら
は
、

自
信
に
満
ち
た
表
情
で
門
出
の

日
を
迎
え
た
。
保
護
者
や
教
職

員
も
見
守
り
、
温
か
い
拍
手
が

会
場
を
包
ん
だ
。

「日本語学んでよかった」
JASL スピーチコンテスト

プリンストン日本語学校

https://japaneseschool.org
http://www.kodomony.org
tel:2014616502
https://miray109.com/
https://jp.kennedyinternational.org/

